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この 198行の詩の写本は、著名な %θ蹴 〆
…
L″士Z蘭郎』 に

含まれている。この写本の年代は、現在では 14世紀初頭のものとされている。

この写本を出版した Gv7enOFyn EvЯns(1852‐ 19801が 1275年とし、ながら

くその見解が流布していたので、古い書などでは今なおその年代を記している

ものもある (古い書物には、その年代を採用しているものが多い)。 WE Skene

(1809・ 18921の 幻b Fa″ん
`己
口′B∝b″形泌β(2 vols.,1860にも収録さ

れている。この本は、出 IS Repi面sにも含まれており入手が便利になったが、

Skeneのこの本で与えられている訳は 20世紀の学問的水準から見れば全く評

価することはできないので、使用することは避けるべきである。

この詩の題 励
“
罰中山壺 ついては、曖 Cに は、Amesは armes,

叩 eS,ermes.prophesy prediction,portё nt,omen 31用初例 ;Prydeinは
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Prydain=Qは、abttants 00 Btttain(sometim9s fOrmerし contrasted"iぬ
EnglЯ nd Or the EnghsL,nd sometimes exdudmg ScOtlnnめ

とぁり、 ヨ吸θ
n吻盪η ″撼鷹たヵ の意味である。
著者については、中世の作品がしばしばそうであるように、「不明」であるが、
作品の中に見出される宗教的な言及などから、当時の政治的状況に通じており、
学問的伝統を踏まえた南ウェールズの修道士、聖職者であろうかと推測されて
いる。彼は HFelthe Goodの臣下であったが、王のサクソン族に対する融和
政策に強い反発を表明している。

ウェールズ詩の伝統の一つに VatthatOry POems(予言詩)の伝統がある。
予言詩は主として政治的なものであり、ウェールズ人とイングランド人、後に
なればウェールズ人とノルマシ人の間の争いについてのものであり、特に
C,咀an,cadwala七 ow山■最後には Arthurな どの英雄が復帰して、ゥェー
ルズ本を隷従から開放し、イングランド人に復讐をしてくれるという内容にな
る。これらの詩の内容については、M.R Grinthの コ駐レ z丘力2比曖 in
醗n(193つ が詳しい。金城学院大学図書館の IfOr Wmiams hbrary「 ゥィ
リアムズ文庫」に含まれている。
この詩の制作年代については次のような歴史的事情から推測されている。
Wessexの 王 AthelstOnは 926～30年 の頃に、ウェールズの王たちに
HerefOrdで彼に会うことを強要し、服従して貢納することを求めた。これは
彼以前の王のなし得なかったことである。南部では、フィ川 the wyeを ウェ
ールズに対する境界として決めた。この詩の内容から判断して、その直後にこ
の詩は制作されたと考えられている。937年に the Batie of Brunanburhが
あり、不カンディナビア人、ブリトン人、スコットランド人の軍勢は完敗を喫
する。この悲劇的な完敗の後では、ウェールズ人のだれ一人としてこのような
詩を制作する勇気は持ち得なかったであろう。それでこの詩の制作は 937年
より以前に違いないとされている。この見解は lfor N aヽmsの ものであり、
ながく支持されていたが、1988年になり著名なケルト史家 Dllrnvilleが 、い
ろいろな資料を分析して、その制作年代をより幅広く 985‐950と する見解を
提示した。現在も、見解は二つに分かれたままであり、本報告者は当時のウェ
■ルズの歴史、イングランドの歴史に精通していないので、いずれがより妥当
であるのかについての判断を下す資格はない。

本詩の1行 日に 寺gobryssyn(they win hastenl力 出ヽてくるが、この個所で
は、その thり が誰であるかは明らかにされていない。この theyに当たる
Cynanと cadwala崚 が初めて姿を現すのは Cadwala崚 0.81)Cynan c.
89)である。この二人の英雄は初期の予言詩に繰り返し姿を現す。Cynanはマ
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ビノギオンの第5話 」弘θ
“
″巧だ施 m“ %翫セ (グZθ み '"〆腱

“
饉

θ滅燿り に男われ、ブルターニュ植民地の伝説上の設立者とされている英雄

である。一方 Cadwaladyrは 2"′ ′lヵり囮ク彼 (級θ
`乃

吻壺わ ιr ttθ

■力め の 680‐682年の個所でその死が報じられている。何百年も以前の英
雄達が窮境にあるブル トンの民を救うために急遠赴き、軍勢を指揮し、サクソ

ン人の加える圧制をはねのけるということである。本詩にあっては救世主とし

ての Arthurは全く姿を現さない。それで別の伝統に属するものと考えられて

いる。

C"Men OfDublin,the lrish Oflrel,nd and ttglesey(O and s∞ tland,

the men ofCornwau and strathⅢだe,the Men Of NOrthが馳せ参じ (実際に

はこれ程多くの地域の民が一致協力して戦うということは難しいものと思える

が、願望であろう)、 ブル トン人が圧制に抗して立ち上がり、サクソン人を追い

払い旧地を回復し、自由を獲得する。

本詩は Dygogan awen KThe poers inspむ ation forete■ 0で始まり、その後
に前述の dy7gobryssynが 続く。1.107は同じ表現で始まる。こちらは綴りが

異なり、DysgogЯn awenと なり、その後に dydaw y dyd pAn dfoIWyS y vn

師 SSy・l.(the d町 Ⅵ咀 come when the me五 of Wessex win come tOgether in

council,)と 続く。1.1711ま DysgOgan derwydon meint a derwd.mse men

foreten an that will happenう とあり、詩の冒頭、詩の中程、詩のまとめに近

いところと、予言詩に相応しい語で詩をまとめている。

u.87‐8では、Yg koet口laes Lvm brol ytt b瑠‐ /canhwyn yn″ wyn a gerd
ge血口 .(h forest and on plain,o五 hin(allld daleD a candle h the darkness

goes宙th usう と Cl■■anを 「暗闇におけるろうそく」とする適切な比喩があ

る。 また、ll.117・ 1221こは、Atui pen gaflaw heb emerlnyd./Atui eWraged
gwedw a meむ ch ttelllyd./At述 obeh vthyr rac ruthyr ketntr./A Laws

llaw amhar kyn gwascar uuyd. / Kermadeu agheu dychferwyd. / p,n

saflhwynt galЯ ned rth eu hennyd.(There、だu be heads spht open vttthout

brains,women win be wttowet and horses iderless,there will be terttble

wailing before the rtth of warriors,mtt wounded by hЯ na before the

hosts separate the messengers of death v丙 1l meet when corpses stand up,

supporting each other.)と 戦闘の状況が述べられている。「頭をかち割られ命

を失う者おり、ために婦人たちは寡婦になり、乗馬は乗り手を失い戦場をうろ

つきまわる。命を落す者あまりにも多く、死者が倒れることもかなわぬ程であ

る」との戦場の緊迫した簡潔な描写がある。1.122と 同じ行は、詩の終わりに

近い 1.187に再度現れる。
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今回注解の底本とした IfOr wtthmsの原著 物
“
′フ機由 は 1955年の

刊行である。彼の優れた弟子の一人である BrOm宙chに よる英語版も 1972
年刊行である。進展の著しい最近の研究成果 (歴史、言語についての)を充分
に踏まえた新しい注釈書が、ウェールズの学者達により出版されることが切に
望まれる。なお BrOmwichに よる注釈書の VOcabularyに は少数の語、語形
の脱落、また当該の語の本文中で現れる個所の脱落 (も つと多い)が散見され
るので注意されたい。

M.E Grttth:ユ
=ヶ 72虚滋ョ石"力 醗mは 、水谷宏氏のご好意により、

今回参照することが出来た。
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